
確認 作成

表７．１　２００３年度　環境改善計画書兼進捗管理書（２００３年６月～２００４年５月）

環境改善目標 具体的方策 目標と日程 実　行

6月 7月 8月
3ヶ月
累計

9月 10月 11月
3ヶ月
累計

12月 1月 2月
3ヶ月
累計

3月 4月 5月
3ヶ月
累計

責任者

1 省エネルギー化 1.1 単独での車両利用の低減 目標値 846 846 846 2,538 846 846 846 2,538 846 846 846 2,538 846 846 846 2,538 田中

ｶﾞｿﾘﾝ消費量(㍑)の 1.2 単独の場合公共交通機関の利用促進 同上累計値 846 1,692 2,538 2,538 3,384 4,230 5,076 5,076 5,922 6,768 7,614 7,614 8,460 9,306 10,152 10,152

３％削減（前年比) 1.3 走行距離あたりの運行人員の把握 実績値 753 925 723 2,402 787 1,021 637 2,445 970 847 1,187 3,004 1,079 582 1,324 2,985

同上累計値 753 1,679 2,402 2,402 3,189 4,209 4,847 4,847 5,816 6,664 7,850 7,850 8,929 9,511 10,836 10,836

達成度

適合性評価

2 省エネルギー化 2.1 エアコン温度・運転の適正管理 目標値 2,430 4,014 4,255 10,699 3,420 2,063 1,665 7,148 2,029 2,392 1,933 6,354 1,646 1,653 2,282 5,581 白坂

電力消費量(kWh)の 2.2 休憩時間の消灯・必要部分のみの点灯 同上累計値 2,430 6,444 10,699 10,699 14,119 16,182 17,847 17,847 19,876 22,268 24,201 24,201 25,847 27,500 29,782 29,782

３％削減（前年比) 2.3 1人での残業・休日出勤の抑制 実績値 2,366 2,598 3,505 8,083 2,972 2,201 1,371 6,544 2,313 2,733 1,267 6,313 1,532 1,258 1,371 4,161

2.4 待機電力の抑制 同上累計値 2,366 4,964 8,469 8,469 11,441 13,642 15,013 15,013 17,326 20,059 21,326 21,326 22,858 24,116 25,487 25,487

達成度 103% 154% 121% 132% 115% 94% 121% 109% 88% 88% 153% 101% 107% 131% 166% 134%

適合性評価 A A A Ａ Ａ Ｂ A Ａ Ｃ Ｃ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

3 省資源化 3.1 両面コピーの活用 目標値 26,000 26,000 26,000 78,000 26,000 26,000 26,000 78,000 26,000 26,000 26,000 78,000 26,000 26,000 26,000 78,000 能康

新規購入用紙の 3.2 裏紙の再利用 同上累計値 26,000 52,000 78,000 78,000 104,000 130,000 156,000 156,000 182,000 208,000 234,000 234,000 260,000 286,000 312,000 312,000

１０％削減 3.3 パソコン・電子メールの活用 実績値 25,000 10,000 17,500 52,500 25,000 35,000 6,500.0 66,500 25,000 30,000 30,000 85,000 50,000 20,000 5,000 75,000

（目標解説シート) （電子媒体の活用含む) 同上累計値 25,000 35,000 52,500 52,500 77,500 112,500 119,000 119,000 144,000 174,000 184,000 184,000 234,000 254,000 259,000 259,000

（単位：枚/A4) 達成度

(対象；OA用紙） 適合性評価

4 グリーン調達 4.1 エコ商品の調査 目標値 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 堂園

エコ商品の調査 同上累計値 1 2 3 3 4 5 6 6 7 8 9 9 10 11 12 12

実績値 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

同上累計値 1 2 3 3 4 5 6 6 7 8 9 9 10 11 12 12

達成度 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

適合性評価 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

5 廃棄処理 4.1 廃棄物について記録 目標値 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 西元

廃棄物について記録 処理の流れの調査 同上累計値 1 2 3 3 4 5 6 6 7 8 9 9 10 11 12 12

処理の流れの調査 実績値 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

同上累計値 1 2 3 3 4 5 6 6 7 8 9 9 10 11 12 12

達成度 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

適合性評価 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

環境管理責任者の確認評価 総合適合性評価

（3ヶ月ごとに行う） 不適合の内容 3.省資源化（新規購入用紙）の10％ 3.省資源化（新規購入用紙）の10％ 1.ｶﾞｿﾘﾝ消費量(㍑)の３％削減が 1.ｶﾞｿﾘﾝ消費量(㍑)の３％削減が

削減が目標以下であった 削減が目標以下であった 不適合の月があった。 不適合の月があった。

修正対策

最高責任者の評価コメント（６ヶ月ごとに行う）

適合性評価：Ａ良好（目標以上を達成）、Ｂやや不足（90%以上を達成）、Ｃ不適合（達成度が90%未満)

注：Ｃ不適合と判断された場合、直ちに原因を調査し、修正処理を講ずること。Ｂやや不足となった場合、必要に応じ予防処置を講ずる。

　　総合適合性評価は一番悪いものの評価を記入する。

が、より一層の使用量減少に努める

Ａ

業務量が昨年と比較して増加している

が、より一層の使用量減少に努める

Ｃ

業務量が昨年と比較して増加している

3.省資源化(新規購入用紙）の項について、紙の使用量と売上高との

相関関係を再度検討すること。その結果、売上高に見合った目標値に

変更することで、削減への努力を確認することができた。

が、より一層の使用量減少に努める

Ｃ

業務量が昨年と比較して増加している

が、より一層の使用量減少に努める

B

業務量が昨年と比較して増加している
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Ａ

104%
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149%

Ａ

84%
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106%

A

年間
達成度

10,152

10,836

93.7%

B

29,782

25,487

116.9%

Ａ

312,000

櫨木信彦

Ａ

1.ｶﾞｿﾘﾝ消費量(㍑)の３％削減が不適合の月があった

ｶﾞｿﾘﾝ消費実績で漏れが年度末に判明した、集計ｼｽﾃﾑを見直すこと。

Ａ

12

12

業務量との相関関係を把握し、適正な目標設定が必要。

西田能行

12

12

100.0%

259,000

120.5%

100.0%

Ａ


